
糸魚川市駅北大火 被災者･関係者説明会 

 

期日：平成 31年 2月 19日(火) 

場所：ヒスイ王国館２階ホール 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ  

 

３ 全体説明 

（１）平成 30年度復興まちづくり計画の事業評価について       資料１ 

   

  

（２）復興まちづくり計画の変更について              資料２ 

   

 

（３）平成 31年度の説明会等について                資料３ 

  

  

（４）復興まちづくり市民会議における検討状況について       資料４ 

 

  

（５）にぎわい創出広場の整備について               資料５ 

 

  

（６）当面の復興関連工事の予定について              資料６ 

 

  

（７）その他 

  ・リノベーションスクール@いといがわ 

    最終日発表会：2月 24日(日) 14時から 会場：膳処くろひめ１階 

   

４ 復興まちづくり情報センターからのお知らせ   

  ・駅北復興住宅「木棒（希望）アートワークプロジェクト」 

    3月 2日(土) 10時～12時、14時～16時 会場：糸魚川地区公民館３階 

 

 

５ 閉  会  
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平成 30年度 復興まちづくり計画の 

内部評価概要について 
 

平成 30 年度に計画している施策７5 件のうち、

「完了」は 13 件（17．3％）・「実施中」は 58 件

（77.3％）であり、一部の施策を除いて計画どお

り進捗しています。 

また、今年の 4 月以降、駅北復興住宅への入居が

始まると被災地内・外を含め、被災されたほとんど

の方が再建完了となる見通しです。 

 

１ 内部評価の概要 

(1)評価対象 復興まちづくり計画において平成 30 年度に実施す

ることとしている 75 施策 

(2)評価期間 平成 31 年 1 月 10 日～25 日 

  ※内部評価とあわせて被災者・関係者アンケートを実施 

 

 

２ 施策の実施状況 

平成 30 年度に計画している施策 ７５件 

完了したもの １３件（17.3％） 

実施中のもの ５８件（77.3％） 

計画遅れのもの （※） ４件（  5.3％） 

未着手のもの ０件（  0.0％） 

（※）計画に対して遅れの施策 

・防災機能を備えた広場の整備 

 ⇒計画 8か所のうち 2 か所の一部が H31(2019)年度へ 

・融雪揚水の消防水利への活用 

 ⇒道路美装化工事等との工程調整で完了が H32(2020)年度へ 

・防災とにぎわいの拠点施設の整備 

 ⇒施設の機能等の検討継続による 

・海望施設の検討 

  ⇒施設の機能等の検討継続による 

資料１   
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３ 重点プロジェクトごとの評価 

① 大火に負けない消防力の強化 

・応援協定の締結やこども消防隊による防火啓発活動等のソフト施策

を実施することで、防災体制の強化と防火意識の向上を図ることが

でき、更なる施策の展開が期待できる。 

 

・40 ミリ小口径ホースへの更新配備や放水体験車の導入により、自

治会が主体となった初期消火体制の強化や市民の防火意識の醸成

に向けた環境が整いつつある。 

 

・大型防火水槽の整備が完了、来年度には自然水利の取水口の増設も

予定しており、ハード面での防災基盤整備も大きく進展している。 

② 大火を防ぐまちづくり 

・通常は長期間を有する敷地再編事業が、短い期間で完了したことで

被災された方々の早期再建に寄与することが出来た。 

 

・市道の拡幅と防災機能を有する広場の整備も一部を除いて完了し、

火災ほかの災害に対する都市の防災力が大きく向上した。 

 

・今後は、防災の側面だけではなく、広場等を生かした安らぎのある

空間づくりやにぎわいづくりも併せて進めていく必要がある。 

③ 糸魚川らしいまちなみの再生 

・１年間で多くの住宅や事業所の再建が進む中で、建物の形状や色合

いなどガイドラインに沿って建築していただいたことで、調和のと

れたまちなみができつつある。 

 

・道路の美装化、無電柱化については、多少の実施の遅れはあるもの

の、関係機関と協議を進めながら着実に実施している。 

 

・母屋と一体の雁木の再建も進んだが、建物の前面に駐車場を設ける

方が多く、雁木の連続性を懸念する声も聞かれる状況である。 

市が独立型の雁木をモデル的に建設するなど、より多くの方が雁木

の再建に取り組みやすい環境を整え、さらに機運を盛り上げていく

必要がある。 
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④ にぎわいのあるまちづくり 

・商店街での夏休み宿題イベントや大火２年事業などで、若者を中心

とする団体による活動が生まれ、まちづくりに関わろうとする人の

輪が育ちつつある。 

 

・また、にぎわいのあるまちづくりに向けては、被災地を含む駅北地

域全体での取組が必要であることから、今年度新たにリノベーショ

ンスクールやビジネスコンテスト（糸魚川創成塾）を開催し、駅北

地域でチャレンジしてみようという機運も少しずつ広がっている。 

 

・来年度は、にぎわい創出広場の供用に向けた整備や管理運営の具体

化、にぎわい拠点施設の整備計画の具体化などを通じて、駅北地域

のにぎわいづくりに向けた全市的な機運の醸成に努めていく。 

⑤ 暮らしを支えるまちづくり 

・発災以降、定期訪問を継続することで被災された方々から気軽に相

談していただける関係を築くことができ、悩み事や不安の解消に寄

与することができた。 

 

・また、駅北復興住宅（市営住宅）の建設が、周囲の住宅や店舗とと

もに、形となって見えてくることで、新しいまちづくりに向けた期

待感の高まりとなっている。 

 

・復興住宅の入居が完了する今春には、被災地内外ともに、ほとんど

の方が生活再建を果たされる見込みとなっており、今後は、新しい

暮らしでの環境変化に対するケアや復興住宅の交流スペースなど

を活用した被災地区のコミュニティ活動の維持、活性化に努める必

要がある。 

⑥ 大火の記憶を次世代につなぐ 

・大火２年事業では、こども消防隊による防火寸劇や、はしご車の乗

車体験、訓練車による放水体験を行い、多くの方から大火の記憶と

教訓を改めて胸に刻んでいただくことができた。 

 

・また、地元の建築士会が中心となった「糸魚川まちなみフォトコン

テスト」、かわら版「HOPE 糸魚川」の発行により、復興へ向かう

街並みや被災された方々の思いを次世代に残すことができた。 

 

・復興情報ホームページの開設から、１年が経過し、復興レポートな

どコンテンツの蓄積と更新に努め、引き続き継続的に発信していく。 
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４ 被災者・関係者アンケートについて 

対象者：被災者及び復興事業の関係者 202 人 

回答者：6７人（回答率 33.2％） 

内 容：６つのプロジェクトごとの５段階評価と自由記述 

 

(1) 5 段階評価 

※平均点は、回答いただいた評点の合計数を回答者数で割り算し

た数字です。 

 

(2)自由記載 

自由記載の概要は以下のとおりです。 

いただいたご意見等は今後の施策の実施に反映させてまいります。 
※カッコ内の数字はいただいた意見の数です 

 

プロジェクト名 平均点 

① 大火に負けない消防力の強化 ３．８ 

② 大火を防ぐまちづくり ３．６ 

③ 糸魚川らしいまちなみの再生 ２．９ 

④ にぎわいのあるまちづくり ２．６ 

⑤ 暮らしを支えるまちづくり ３．５ 

⑥ 大火の記憶を次世代につなぐ ３．３ 

① 大火に負けない消防力の強化 

・防火水槽や小口径ホースなどの取組への好評価（12） 

・設備や器具の操作訓練の重要性についての提言（5） 

・防火対策を市内の他地域にも広げるべきとの提言（4） 

② 大火を防ぐまちづくり 

・防災広場の維持管理や活用についての心配（5） 

・道路拡幅や防災広場整備などの取組への好評価（4） 

・市内の他地域における防災基盤整備についての提言（4） 
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③ 糸魚川らしいまちなみの再生 

・雁木の連続性や従来の雁木との相違、被災を免れた本町通りとの

統一感や調和を不安・疑問視する内容（11） 

・まだ取組が進んでいない、様子をみたいという内容（3） 

・道路の美装化などの取組への好評価（3） 

④ にぎわいのあるまちづくり 

・にぎわいづくりの具体的展望や戦略が見えない、今後の評価（7） 

・若者の意見反映、働く場、集まる場の確保（3） 

・にぎわい創出広場に対する期待（3） 

・にぎわい拠点施設について十分な話合いと多角的検討の要望（2） 

⑤ 暮らしを支えるまちづくり 

・相談員や保健師の訪問、復興まちづくり情報センターの活動など

への好評価（7） 

・買い物など日常生活の利便性や高齢でも安心して暮らせる環境へ

の配慮（4） 

・駅北復興住宅（交流スペース、訪問医療診療所）への期待（3） 

⑥ 大火の記憶を次世代につなぐ 

・継続的な取組の必要性、にぎわい創出広場での常設展示（4） 

・こども消防隊の活動への疑問や要望（3）、感謝と応援（1） 

⑦ その他 

・各種の支援に対しての感謝（8） 

・スーパーや喫茶などの要望（3） 

・にぎわい拠点施設について、具体な内容が示されていない（2） 

問合先 糸魚川市 復興推進課 復興係 

 電話番号 025-552-1511(代表) 
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  復興まちづくり計画の 

変更（２回目）について 
 

平成 30 年度の内部評価をふまえ、復興まちづく

り計画の変更が必要な箇所について、見直しを行い

ます。 

 

１ 今回の変更ポイント 

(1)防災とにぎわいの拠点施設の整備における「防災（大火の記憶

を伝承する機能）」をにぎわい創出広場で担うことに伴う変更 

 

(2)内部評価に伴う事業スケジュールの変更 

 ・防災とにぎわいの拠点施設の整備 

 ・海望施設の検討 など 

 

 

２ 今後の変更スケジュール 

 ・3.22   計画評価委員会（有識者による外部評価） 

      

     ～計画変更（案）の作成～ 

 

 ・4 月下旬  復興まちづくり計画（案）のパブリックコメント 

 

～意見の募集と計画変更（案）への反映～ 

 

 ・5 月下旬  復興まちづくり計画（第２回変更）の公表 

  

 

 

 

  
問合先 糸魚川市 復興推進課 復興係 

 電話番号 025-552-1511(代表) 

資料２   
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【参考】復興まちづくり計画の変更箇所（案） 

 

  ①第３章「復興まちづくりに向けて」 

・３－３「３つの方針」と将来メージ 

⇒ 字句及び図の修正 

 

 

  ②第４章「重点プロジェクト」 

   ・４－４「にぎわいのあるまちづくりプロジェクト」 

   ・４－６「大火の記憶を次世代につなぐプロジェクト」 

    ⇒ 字句及びスケジュールの修正（別紙） 

 

 

③第５章「取り組むべき施策」 

   ・５－１「災害に強いまち」に向けた施策 

   ・５－２「にぎわいのあるまち」に向けた施策 

   ・５－３「住み続けられるまち」に向けた施策 

 ⇒ 字句及びスケジュールの修正 
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４－４ にぎわいのあるまちづくりプロジェクト 

目 的 中心市街地のにぎわいを高めるため、事業者の早期再建を支援する

とともに、若者や子育て世代をはじめとする市民や地域住民が集いた

くなるまちづくりを推進することで、来訪者の増加や新たな事業者の

参入を促進します。 

主 な 施 策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施策名の末尾
( )は第５章の
施策番号 

 

① 防災とにぎわいの拠点施設の整備 (2-4) 

(大火の記憶を伝える防災メモリアル機能、公的サービス提供機能などを検討) 

② にぎわい創出広場の整備 (2-5) 

③ 事業再建支援策の拡充とＵＩターン創業の促進 (2-1) 

④ まちづくりを担う人材の育成 (2-29) 

⑤ 日本海と海の幸を生かした誘客の強化 (2-19) 

⑥ 海望施設の検討 (2-6)  

 

 

 

 

 

 

 

実 施 主 体 事業者、商店街組合、市、商工会議所、観光協会、北アルプス日本海

広域観光連携会議、金融機関、大学 

■計画スケジュール 

 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

     

①防災とにぎわいの拠
点施設の整備 

     

②にぎわい創出広場
の整備 

     

③事業再建支援策の拡
充とＵＩターン創業
の促進 

 

 

    

④まちづくりを担う人
材の育成 

     

⑤日本海と海の幸を生か
した誘客の強化 

     

⑥海望施設の検討 
     

 

にぎわいの拠点施設 

(御殿堰：山形県山形市) 

にぎわい創出広場 

（仮設整備） 

年度 
施策名 

事業再建補助金の拡充 

ツアー企画・実施 

基本構想 
基本計画 

 機能の検討 

運営の検討 
供用開始 

供用開始 

創業セミナーやビジネスコンテストの開催 

計画・設計 
工事 

 展開期 整備期 計画期 

供用開始 

機能の検討 

運営の検討 

※ 計画スケジュールは、現段階で想定する手順を示したものです。 

実施設計 

工事 
工事 

工事 

機能の検討 

運営の検討 
実施設計 工事 

地域リーダー育成、若者のまちづくり活動への支援 

基本構想 
基本計画 

まちづくり団体 
の組織化 

まちづくり団体 
の活動支援 

自立的な 
活動展開 

第４章 変更前 
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.  

４－４ にぎわいのあるまちづくりプロジェクト 

目 的 中心市街地のにぎわいを高めるため、事業者の早期再建を支援する

とともに、若者や子育て世代をはじめとする市民や地域住民が集いた

くなるまちづくりを推進することで、来訪者の増加や新たな事業者の

参入を促進します。 

主 な 施 策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施策名の末尾
( )は第５章の
施策番号 

 

① 防災とにぎわいの拠点施設の整備 (2-4) 

(大火の記憶を伝える防災メモリアル機能、公的サービス提供機能などを検討) 

② にぎわい創出広場の整備 (2-5) 

③ 事業再建支援策の拡充とＵＩターン創業の促進 (2-1) 

④ まちづくりを担う人材の育成 (2-29) 

⑤ 日本海と海の幸を生かした誘客の強化 (2-19) 

⑥ 海望施設の検討 (2-6)  

 

 

 

 

 

 

 

実 施 主 体 事業者、商店街組合、市、商工会議所、観光協会、北アルプス日本海

広域観光連携会議、金融機関、大学 

■計画スケジュール 

 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

     

①防災とにぎわいの拠
点施設の整備 

     

②にぎわい創出広場
の整備 

     

③事業再建支援策の拡
充とＵＩターン創業
の促進 

 

 

    

④まちづくりを担う人
材の育成 

     

⑤日本海と海の幸を生か
した誘客の強化 

     

⑥海望施設の検討 
     

 

にぎわいの拠点施設 

(御殿堰：山形県山形市) 

にぎわい創出広場 

（仮設整備） 

年度 
施策名 

事業再建補助金の拡充 

ツアー企画・実施 

 機能の検討 

運営の検討 

供用開始 

創業セミナーやビジネスコンテストの開催 

計画・設計 
工事 

 展開期 整備期 計画期 

機能の検討 

運営の検討 

※ 計画スケジュールは、現段階で想定する手順を示したものです。 

設計 工事 

工事 

機能の検討 

運営の検討 

地域リーダー育成、若者のまちづくり活動への支援 

まちづくり団体 
の組織化 

まちづくり団体 
の活動支援 

自立的な 
活動展開 

第４章 変更後 

基本構想 
基本計画 

基本構想 
基本計画 

事業条件整理 

（管理者協議等） 

拠点施設等との 
関係をふまえた 
整備案の検討 
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.  

４－６ 大火の記憶を次世代につなぐプロジェクト 

目 的 大火の記録を後世に伝えるために、防災とにぎわい拠点施設に防災

メモリアル機能を導入し、防災活動拠点や防災教育・啓発の場とする

とともに、被災地を中心に大火の記憶を伝承するツール(仕掛け)づく

りを推進します。 

主 な 施 策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施策名の末尾
( )は第５章の
施策番号 

 

① 防災とにぎわいの拠点施設の整備(再掲) (2-4) 

(大火の記憶を伝える防災メモリアル機能、公的サービス提供機能などを検討) 

② こども消防隊の設置 (1-25) 

③ ホームページ等による復興情報の発信 (3-9) 

④ 復興まちづくり版マンホール蓋への取替 (1-26) 

⑤ 防火と大火の記憶を受け継ぐ植樹の促進（再掲）(3-8) 
 
 

 

 

 

   

 

   

 

 

実 施 主 体 住民、自治会、市(消防団) 、にいがた緑の百年物語緑化推進委員会 

■計画スケジュール 

 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

     

①防災とにぎわいの拠
点施設の整備（再掲） 

     

②こども消防隊の設置 
     

③ホームページ等によ
る復興情報の発信 

 

 

    

④復興まちづくり版マ
ンホール蓋への取替 

     

⑤防火と大火の記憶を
受け継ぐ植樹の促進
(再掲) 

     

 

 

こども向け副読本 

放水訓練 

（糸魚川こども消防隊） 

       こども消防隊活動  

年度 
施策名  展開期 整備期 計画期 

   蓋取替え工事 

 

デザイン検討 

 
復興記録誌 

作成 

 
基本計画 工事 供用開始 

場所等の 
検討 

被災地内の植樹活動 

機能の検討 

運営の検討 

実施設計 

工事 

※ 計画スケジュールは、現段階で想定する手順を示したものです。 

検討 

発足 

ホームページによる情報の発信 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ開設  

１年記録誌作成  

第４章 変更前 
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 . 

４－６ 大火の記憶を次世代につなぐプロジェクト 

目 的 大火の記録を後世に伝えるために、にぎわい創出広場に防災メモリ

アル機能を導入し、防災活動拠点や防災教育・啓発の場とするととも

に、被災地を中心に大火の記憶を伝承するツール(仕掛け)づくりを推

進します。 

主 な 施 策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施策名の末尾
( )は第５章の
施策番号 

 

① にぎわい創出広場の整備(再掲) (2-5) 

(大火の記憶を伝える防災メモリアル機能を導入) 

② こども消防隊の設置 (1-25) 

③ ホームページ等による復興情報の発信 (3-9) 

④ 復興まちづくり版マンホール蓋への取替 (1-26) 

⑤ 防火と大火の記憶を受け継ぐ植樹の促進（再掲）(3-8) 
 
 

 

 

 

   

 

   

 

 

実 施 主 体 住民、自治会、市(消防団) 、にいがた緑の百年物語緑化推進委員会 

■計画スケジュール 

 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

     

①にぎわい創出広場
の整備（再掲） 

    
 

②こども消防隊の設置 
     

③ホームページ等によ
る復興情報の発信 

 

 

    

④復興まちづくり版マ
ンホール蓋への取替 

     

⑤防火と大火の記憶を
受け継ぐ植樹の促進
(再掲) 

     

 

 

第４章 変更後 

こども向け副読本 

放水訓練 

（糸魚川こども消防隊） 

       こども消防隊活動  

年度 
施策名  展開期 整備期 計画期 

   蓋取替え工事 

 

デザイン検討 

 
復興記録誌 

作成 

場所等の 
検討 

被災地内の植樹活動 

※ 計画スケジュールは、現段階で想定する手順を示したものです。 

検討 

発足 

ホームページによる情報の発信 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ開設  

１年記録誌作成  

供用開始 
計画・設計 
工事 

機能の検討 

運営の検討 
工事 



1 

 

 

平成 31年度の説明会等について 
 

被災された皆さまの再建状況や今後の復興まち

づくり関係事業の内容等をふまえ、来年度の説明会

等は以下の通り開催してまいります。 

 

①被災者関係者説明会（継続） 

 主な説明内容が、被災者に直接関連する生活や事業の再建、道路

や敷地再編などの短中期的なテーマから、拠点施設やにぎわい創出

広場などまちづくり全体の中長期的なテーマに移りつつあることか

ら、一般の方や商店街などの関係団体からも多く参加いただき懇談

できるような場として継続してまいります。 

 

【今年度】  【来年度】 

(1)内容 

 ・被災者支援（義援金の配分

や仮住まい）に関する事 

 ・住宅や事業所の再建支援に

関する事 

 ・復興事業（道路、敷地再編）

に関する事 など 

 

(2)時期 

 ２～３か月ごとに定期 

(1)内容 

・被災者支援（義援金の配分

など）に関する事 

 ・復興事業（にぎわい拠点施

設やにぎわい創出広場な

ど）に関する事 

 

 

(2)時期 

 内容に応じて適宜開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３   
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②ブロック別意見交換会（該当するブロックで継続） 

 個人の再建と復興事業との調整などを目的に実施してまいりまし

た。主なテーマが、道路拡幅や敷地再編などから無電柱化や雁木の

再建といったブロック固有のテーマに移りつつあることから該当す

るブロックで継続してまいります。 

 

【今年度】  【来年度】 

(1)対象 

 10 ブロック 

 本町通りブロック 

 

 

(2)時期 

 内容に応じて適宜 

 ・H30. 6 全ブロック 

 ・H30.12 ２ブロック 

  （本町通り、A3） 

 

(3)内容 

 ・H30 復興事業全体の予定 

 ・道路の美装化、無電柱化 

 ・雁木の再建 など 

(1)対象 

 関係のあるブロック 

 （主に本町通りブロック、

A3 ブロック） 

 

(2)時期 

 内容に応じて適宜 

 

 

 

 

(3)内容 

 ・無電柱化、雁木の再建など 

 

 

 

 

③アンケートについて 

復興まちづくり計画では、事業の着実な進捗を図るため、点検と

見直しを毎年度行うこととしております。 

今年１月にご協力いただいた評価に関するアンケートについては、

復興計画期間内（平成 33 年度（2021 年度））は実施させていただ

きたいと考えておりますので、ご協力をお願いいたします。 

 

 

  問合先 糸魚川市 復興推進課 復興係 

 電話番号 025-552-1511(代表) 



復興まちづくり市民会議における検討状況 

にぎわいの定義 
 ①市内から市外から、目的を持って街に人が集う  ②糸魚川に魅力を感じた人たちが、たくさん訪れている 
 ③駅に降り立った人たちが、街中を回遊している    ④住民同士の結びつきが強く、たとえ一人でいても寂しくない 
 ⑤街の環境整備が行われ、利用されている 

■第１回（7/27）：会議の設置、これまでの検討状況の振り返り、アドバイザーからの講演 

■第２回（8/31）：ワークショップ形式により、にぎわいのイメージを共有し定義化 

■第３回（10/  4）：にぎわいの定義を基に、駅北地域の役割や具体な取組について３つのテーマに集約 

■第４回（11/  6）：第３回目までの検討状況について市長、糸魚川商工会議所会頭と意見交換 

資料４ 

■第５回（12/18）：市、会議所からのまちづくりについて提案、にぎわいの具体的取組について検討 

■第６回（ 1/25）：市、会議所からの提案に対する意見交換、具体的取組についての資料作成 

■第７回（  2/18）：にぎわいの具体的な取組、提案に対する意見を市長・会頭へ報告 

・空間やモノだけでなく、人脈や知恵をシェアすることで新たな暮らし、文化が生まれる。 
・具体的には、「公」と「民」が「情報」「人財」「支援策」をシェアし、まちづくりをサポート。 
・「ライフサポート・シェアセンター」を設置し、「ワンフロア・ワンストップサービス」を行う。 
・具体的展開をする「家守会社」により、各々のメリットが生まれる。 
・例：メゾン・ド・ママ、シェアハウス、シェアオフィス、共同社員寮etc 

暮らしをシェア 
(共有)する駅北 

・まちを訪れる人（旅行者や高校生）は、まちの魅力を知らないので、行くところがない。 
・商店街の人やまちに住む人は、まちの魅力を伝えられていなくて、間に溝がある。 
・まちを訪れる人にまちの魅力を伝える場所、交流できる場所をつくる。 
・ランドリーと本棚をツールとし、本によってそこに住む人の人柄を知ってもらう。 
・まちの良さを知ってもらいながら、人との交流ができるきっかけの場をつくる。 

お金の稼げる 
駅北 

・子ども同士で遊ぶ場がない「こども」と安心して子どもと一緒に行くところがない「ママ」 
 をメインターゲットに、「あそび・まなび・つどえる場」の提供。 
・「こども」は、同世代の子ども同士で遊んだり、体を動かしたり、昔遊びを体験できたり。 
・「ママ」は、同じ悩みを持つママや地域の人との交流ができ、リフレッシュにつながる。 
・コンセプトは「ぷらっと行ける、きっと誰かいる」 

子ども連れでも 
楽しめる駅北 

具
体
的
な
提
案
の
概
要 
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復興まちづくり市民会議における検討状況 

・子育て単独の施設でなく、いろんな人が利用できる施設とした方が良い。 
・人が来るのか、人の流れがどうなるのか、効果と併せた検討が必要 
・施設の内容（規模、機能、財源、運営費等）についてもっと議論が必要 
・子育てを行っている立場としては、あった方がよい 

・広場は心臓のポンプの役目で、そこからどうまちに流れを生み出していくか 
 が重要 
・イベントだけでなく、何か体験できるような気楽な場所になればよい 
・情報発信を絶えずしながら、人が集まってくる仕掛けが必要 
・公民館との違いがわかりにくい 

・実際の成功事例を見せて、リノベーションまちづくりの考え方を広めたい 
・プレーヤーがどのくらいいるのか、どう育てるのかが課題 
・リノベーションスクールのような学べる場を長期継続してほしい 
・進めるにあたっての指針のようなものがあれば良い 

・絶えず情報交換をワンフロアで行っている場所がまち中にあってほしい 
・市と会議所が、産業・企業支援として一体でやるべき 

にぎわい拠点 

にぎわい広場 

リノベーション 

産業支援機能 

その他 
・駐車場が足りてないのではないか 
・まちのグランドイメージをどう決めていくか 

※にぎわい拠点については市民会議の意見や行政課題等をふまえ、基本構想を策定する 

市・会議所で考えるまちづくりへの主な意見 

2 
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にぎわい創出広場の整備について 
 

 

 

 

 

 

 

１ 民間事業者等との対話について 

 施設のより良い活用案や運営方法に対する意見や要望等を把握す

るため、民間事業者等との意見交換を実施しました。 

 

①全体説明会 

 日時：平成 30年 12 月 19 日（水） 

 参加：10 団体 

 

②個別相談会 

 日時：平成 31年 1 月 16日（水） 

 参加：2 団体 

 

≪主な提案や意見等≫ 

・本施設における利活用、運営等コンセプトの提案 

・利用者や活動者等との連携･共同運営によって活用に広がりができる 

・公益的事業に関しては、行政による相応の費用負担をもらうなか

で、事業実施の可能性がある 

・官民一体による事業の推進が必要 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民間事業者等との対話を踏まえ、にぎわい創出広場

の管理運営方式の検討状況をおしらせします。 

資料５ 

公益性と収益性を確保するため、利用者の意見等に柔軟に対応し

た人が楽しく集う空間づくりと、運営者が主体的に収益をえる環境

の両立が課題となる。 

オープンスペースとキッチンスペース等を相互に利用すること

で、利用者を増やし施設の収入源を確保することが可能になる。 
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 施設の利用と運営のイメージ 

○基本的な利用の流れ 

 

 

 

 ○施設利用のイメージ 

  ① 日常使い 

 
 

② 講座、体験教室等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ マルシェ、お祭り 

  

 

 

 防災キャンプ 防災教室 

運営者 

運営者 

(入居者) 

防災講座を目的

に人が集まる 相互利用 

収入を得る 人の流れ まちへの回遊 

 

人が集まる 利用者 

 

相互利用 

入居者 

(運営者) 

飲食 
学習 

利用者 

飲食を目的に

人が集まる 

ゆくゆくは周辺

商店街で営業 心地よい空間に 

人が集まる 

 

憩い 楽しみ 

 

相互利用 

大火記録展示 

  屋外イベント 

入居者 

(運営者) 

飲食 
イベントを

目的に人が

集まる 

飲食利用者が 

まちへ回遊 

相互利用 飲食を目的に

人が集まる 

運営者 

まちづくり情報の

発信や市民活動の

支援、相談 

大火記録を視察

目的として人が

集まる 

大火を切り口とした市の情報発信 

防災の実現に向けた記録の伝承 

防災意識啓発 

災害への備え 

 

利用者 

利用者 

生産者等 

との連携 

入居者 

(運営者) 

交流 
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基本設計 

３ 管理運営方式について 

民間事業者等が必要な収入を得て、利用者ニーズに柔軟に対応で

きる公設民営の管理運営委託方式（※指定管理者制度含む）での運

営が適当 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

新たな交流を生みだす仕掛けが幅広く展開できるように管理者の

公募に向けた仕様のとりまとめを行っていきます。 

 

４ スケジュールについて 

 施設の運営方法も含めた設計協議に時間を要したため、5 月まで

設計作業を延期し、12 月に建物の完成を予定しています。ただし外

構工事は続くことから、供用開始は来年 4 月を目指し施設の運営者

の選考を並行して進めたいと考えています。 

平成 30 年度 平成 31 年度 

11
月 

12
月 

1
月 

2 
月 

3
月 

4
月 

5
月 

6
月 

7
月 

8 
月 

9 
月 

10 
月 

11 
月 

12 
月 

1 
月 

2 
月 

3
月 

4 
月 

   

  

 

 

 

 

    

 
 

 
     

 

 

 

 

運営者 

サービス 

参加料等 

家賃 

料金 飲食等 

利用者 

キッチン等入居者 

場所貸し 
行
政
（
市
） 

施設管理 

委託料 

にぎわい創出広場 

実施設計 

建物建築工事 

●
１
回
目 

事業者等との対話 

選定手続き 運営管理者による 

準備期間 

供

用

開

始

予

定 

選定準備 

●
２
回
目 

外構工事 

入札 

一

部

完

成 

問合先 糸魚川市復興推進課にぎわい創出係 

 電話番号 025-552-1511(代表) 

●
選
定 



にぎわい創出広場 

にぎわい創出広場 平面図 別紙  

（本町通り側） 

（みいちゃん通り側） 

建物イメージ模型 

１階 ２階 

・屋外スペース 

南北の通りとの往来による回遊性を向上 

屋外イベントも想定した空間を確保 

※緊急時の車両乗入も想定 

・オープンスペース 

多用途に使用できる明るく開放的なスペース 

・エントランススペース 

大火の記録と伝承 

大火を切り口とした市の情報発信 

・キッチンスペース 

飲食店営業に対応した施設整備 

飲食を通じたコミュニティの場 

屋内外と 

一体的な利用 

事務スペース 

運営者の事務ス

ペースを2階に配置 

 

事務打合スペース 

無電柱化に伴う 

地上機器 

本町通り側には雁木を設置 

- 4 - 
（広小路通り側） 



にぎわい創出広場 立面図 別紙  

東側立面図 

西側立面図 北側立面図 

南側立面図 

- 5 - 

みーちゃん通り側 

みーちゃん通り側 

本町通り側 

本町通り側 

広小路 

通り側 



復興関連工事 位置図  

 

加賀の井 
酒造 

ヒスイ王国館 

糸魚川駅 

にぎわい 
の拠点施設 

にぎわい 
創出広場 

割烹 
鶴来家 

駐車場 
 

道路美装化 
2月～3月 

道路美装化 
2月～3月 

消雪パイプ更新 
道路美装化 
  2月～4月 

3月～7月 

2020年 
(平成32年) 
3月完成予定 

 資料６ 

駅北復興住宅 

整備工事のため、3月上旬から
当面の間利用できなくなります。 
（17台⇒28台） 

工事中は片側交互通行に 
 なります。 

道路拡幅 
2月～3月 

３月末に完成し、 
４月入居予定です。 
 
訪問診療所は5月 
開業予定です。 

市道仲町通線 

国道８号 

糸魚川地区 
公民館 

防災広場は一部を除き 
3月末完成予定です。 

道路拡幅 
2月～3月 

道路拡幅 
2月～3月 

取水口 
3月 

取水口 3月～5月 

雁木 
 

雁木 
 

海側 
 

山側 
 

雨水排水管 
（直径90ｃｍ） 

 

消防管 
    ガス管  
      水道管 
 

電線管 
    通信管 
 

 電線管 
通信管 
 
  

側溝新設 

 

側溝新設 

 

 ① 
 

 ② 
 

③ 
 

本町通り 横断面図 

道路 
 

＊この図面は当面予定している工事の位置や時期
を示したもので変更になることがあります。 

道路美装化 
4月～7月 

広場 

広場 

広場 

工事は、①②③の順で行う予定です。 
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①3月中旬から糸魚川駅
自由通路で公開されます

昨年末の12月22日に行なわれた
「駅北火の用心夜回り隊」「復興
イルミネーション点灯式」の様子
をおさめた動画を糸魚川駅自由通
路のデジタルサイネージで、ご覧
いただけます。

②「聞書集」完成のご報告

長岡技術科学大学のインターン生
岡部広和君が5か月をかけ、「糸魚
川市駅北大火」にて被災された方、
地域の方々にインタビューし、その
思いをまとめた聞書集が完成しまし
た。ご協力頂いた皆様本当にありが
とうございました。

【閲覧いただける場所】
▪糸魚川市役所
▪復興まちづくり情報センター

【こちらにも置かせて頂きました】
▪糸魚川市内の全中学校＆図書室
▪糸魚川市内の全小学校3年生以上のクラス＆図書室

【聞書集詳細】
▪全36ページ
▪A4サイズ
▪21名の方のインタビューを掲載



 

  

 

・アンケート結果の分析 

 

大火前の防火意識が高いほど、まちの魅力があると感じている人が多い。 

 

・お礼と終わりに 
今回の活動を通して糸魚川と関わることができたのはとても貴重な経験でした。聞書き集の作成

にも今回のアンケート結果を用いらせて頂きました。防火意識を高めるために、今回作成した聞書

集を通して、今回の大火を忘れず、糸魚川の魅力を再発見していただけたらと思います。

アンケートの結果について 
復興まちづくり情報センター 

長岡技術科学大学 4 年 岡部広和 

前回の被災者説明会の際にはアンケートに協力していただきありがとうご

ざいました。アンケート結果について集計しましたので報告させて頂きます。 
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